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終了（予定）年度 ─ 年度

後期実施計画
の位置付け

施策 5 国際交流・国際協力の推進と多文化共生のまちづくり 有

令和元年度　事務事業総点検シート（１）

[ 平成３０年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

事務事業名 姉妹・友好都市交流事業 シート番号 08-22

詳細点検

担当部署名 文化観光 国際 国際 評価責任者（課長名） 永野

基
本
情
報

1
堺市マスタープランの政策体
系に基づく事業の位置付け

政策 6 まちの魅力向上と、賑わいと交流のまちづくりを進めます

事業開始年度 昭和 42 年度

3 根拠法令等
（法令、条例、規則、要綱等）

4 関連計画 「堺市国際化推進プラン（改訂版）」（平成25年3月発行）及び追補版（平成30年3月発行）

市外郭団体

地域団体・市民 民間企業・ＮＰＯ その他 （堺・バークレー協会、堺日中友好協会、堺ウェリントン協会、堺姉妹友好都市協議会）　

7
事業の対象
（誰を、何を対象としている
のか）

市民等

5 事業実施の経緯

両市民が、教育・文化・経済などの国際交流を通じて直接交わり、相互理解を深め、国際親善と世界平和に繋げ
るという理念のもと、アメリカ合衆国・バークレー市、中華人民共和国・連雲港市、ニュージーランド・ウェリントン市
との間で、様々な市民交流事業を展開。
  ・バークレー市：１９６７年１１月３日　姉妹都市提携
　・連雲港市：１９８３年１２月３日　友好都市提携
　・ウェリントン市：１９９４年２月４日 姉妹都市提携

6
事業の実施主体
（誰が実施しているのか。）

本庁 各区 出先機関 （　堺市立国際交流プラザ　）

事業の目的
（どのような状況にしたい
のか）

海外姉妹友好都市との各種交流事業を通じ、より密接で効果的な交流をすすめ、堺市の国際化の推進を図る。ま
た、市民レベルでの交流を促進するため、姉妹友好都市交流団体と相互に連携し、市民の自主的な国際交流活
動を支援・促進し、国際理解の促進を図る。

9

事業内容
（スケジュール、実施方法・
手段、事業ボリュームな
ど）

市民主体の事業を進めるため、姉妹友好都市交流団体を中心に相手都市との相互の市民交流や国際理解の推
進を図る。　また、市の持つ姉妹友好都市の行政・民間団体などのネットワークを活用し、教育、文化、経済などの
分野の交流の場づくり、連絡調整等の民間交流の支援を行う。

直接実施 指定管理 委託 補助金 負担金 その他 （　　　　　　　　　　　　　　　）

直接実施以外の主な支出先 堺・バークレー協会、堺日中友好協会、堺ウェリントン協会

事
業
コ
ス
ト
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項　　　目 単位 H28年度決算

事
業
概
要

H29年度決算 H30年度決算 R1年度予算

事業費  (a) 千円 5,272 8,278 4,285 4,888

一般財源 千円 5,272 7,078 4,285 4,888

8

主
な
事
業
費
内
訳

姉妹友好都市交流協会補助金 千円 1,512 1,512

特別旅費等 千円 697 2,852 830 2,316

1,512 1,512

堺市・バークレー市姉妹都市提携50周年記念事業実行委員会負担金 千円 700 2,000 0 0

千円

財
源
内
訳

国・府支出金 千円

受益者負担金(使用料、手数料等）　 千円

その他（国際交流支援事業助成金） 千円 1,200

市債 千円

人件費  （ｂ） 千円 12,100 16,550 11,600 11,500
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≪Ⅳ．評価 （測定・分析）≫

ロジックモデルの考え方

事業の活動内容や成果

業績の分析

【分析のチェックポイント】
〇 事業の達成度はどうでしたか。

〇

〇 資源投入は適切でしたか。

〇

〇

事
業
コ
ス
ト

総コスト(ｃ)=(a)+(ｂ) 千円 17,372 24,828 15,885 16,388

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

活
動
実
績
と
成
果

14

平成３０年度実績

○バークレー市
　 ・堺・バークレー協会主催事業への支援（バークレー市からの高校生の受入、中学生英語弁論大会等）

○連雲港市
　・友好都市提携35周年記念事業（連雲港市市長一行受入れ、「中国　連雲港市　観光・文化・産業展&堺物産フェア」の市内開催、「江蘇省
国際友好都市40周年記念イベント」に訪中団を派遣）
　・堺日中友好協会主催事業への支援（太極拳講座、春節の集い等）

○ウェリントン市
　・堺ウェリントン青少年交流事業（ウェリントン市からの中学生20名を受入れ、学校交流やホームステイ等を実施）
　・ウェリントン市で開催された「ジャパン・フェスティバル」への参加
　・堺ウェリントン協会主催事業への支援（ウェリントンマラソンへの市民選手の派遣、文化理解講座等）

○その他
　・姉妹友好都市協議会主催事業への支援（国際ふれあいの集い・堺の開催、KIX泉州国際マラソンへの姉妹友好都市選手の招聘等）

姉妹友好都市交流事業参加者数 人

目標値 25 25 25 25

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

15

算出方法・設定根拠など 周年記念事業を含んだ交流事業回数

16

指標名 単位

目標値 850 1,350 850 850

【達成率に基づいた評価基準】

普通 80%以上100%未満

５W２Hを踏まえて、実施過程に問題は
ありませんでしたか。

大変良い 120%以上

良い 100%以上120%未満

少し悪い 60%以上80%未満

悪い 60%未満

927

評価 達成率〔14〕平成３０年度実績の欄に定性的・定量的情報も含め、活動・結果・成果について具体的に記載

〔15〕または〔16〕に定量的な指標、または定性的な目標を記載

評価 普通 良い 普通

104%

令和元年度　事務事業総点検シート（２）
事務事業名 姉妹・友好都市交流事業 シート番号 08-22

活動
（アクティビティ）

活動結果
（アウトプット）

成果
（アウトカム）

問題に対処するための
具体的活動

活動が実施されたこと
を示す事実

期待される変化

指標名 単位

姉妹友好都市交流事業開催数 回
実績値 21 26 24

96%

達成率 207% 223% 109%

達成率

算出方法・設定根拠など 周年記念事業を含んだ参加者数

評価 大変良い 大変良い 良い

17

目標を達成できた、または達成できなかった要因についての分析
(その他、関連情報に基づいた分析）

・「事業回数」「事業参加者数」は、目標値をほぼ達成している。
・連雲港市との関係においては、30周年であった5年前は、日中関係の冷え込みにより、交流が
困難であったが、今年度は、連雲港市主催の物産フェア開催（7月）、江蘇省国際友好都市40周
年記念イベントに訪中団を派遣し、両市間で初めてとなる記念植樹を実施した（10月）ことなど、
連雲港市との相互訪問が促進した一年であった。さらに、平成31年2月に開催されたKIX泉州国
際マラソンに連雲港市から8年ぶりに選手が参加するなど、スポーツ交流が再開できたことは評
価できる。
引き続き、各協会の側面的支援を行いつつ、市民レベルでの友好親善、相互理解が促進される
よう取り組んでいく。

事前想定できない外的要因の影響
はありませんでしたか。

事業の有効性は高いですか。低
いですか。

実績値 1,756

84%

3,006

目的の達成に寄与因果関係 因果関係


